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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

本研究は、非欧米地域におけるグローバル化／ローカル化の相互作用をミクロな状況

から捉え、グローバル化に関する研究に対して提言を行うことを目的とした。グロー

バル化のプロセスによって「ローカルな日常」が一方的に変化するという立場ではな

く、グローバル化と、その対応現象たるローカル化は「日常」の中でむしろ相互作用

をとっていると考えることにより、新しい視点からの分析を目指した。このために、

以下の３つの姿勢にもとづき、グローバル化／ローカル化の問題を考察した。  

①グローバル化とローカル化を分析概念としてではなく、分析対象として捉える  

②ローカル＝日常とは限らない、という出発点を持つ  

③非欧米地域からの視点を持つ  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔グローバル化  〕 〔ローカル化  〕 〔地域研究  〕 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

 

本研究は非欧米地域で観察されるグローバル化とローカル化の相互作用を、フィ

ールドワークに基づく実証的研究と、グローバル化とローカル化に関連した議論に

基づく理論的分析の両方の側面から捉えることを目的とした。これはいわば、グロ

ーバル化とその対応現象たるローカル化が「日常」の中でどのように作用している

のかという問題設定と言い換えることが出来る。本研究プロジェクトが行ったのは、

グローバル化とローカル化を相互に対立した概念として捉えるのではなく、両者の

相互作用の動態を、フィールドワークで具体的に観察される、日常的な生活の中で

捉える必要性の提唱である。  

以下、本研究の特長について述べる。  

第一点目は、個別地域から出発し、地域間の比較を通して、超地域的視点に依拠

した議論を行った点である。グローバル化に関する研究においては、グローバル化

が暗黙のうちに「普遍」と見なされがちであり、その偏向を避けるためには個別・

特殊から出発しようとした。それにより、近年の人文社会科学の諸分野でしばしば

言及されるグローバル化研究に対し、特定の地域に立脚した議論を行うことが可能

であると考えた。  

第二点目は、グローバル化と分かちがたく結びついている欧米社会が持つバイア

スを、非欧米地域に関する研究から明らかにし、より価値中立的な視点を模索した

点である。グローバル化が地球規模における欧米支配体制の展開であることは一般

に認識されている。そのためグローバル化の核心を見抜くには、その支配が及んで

いる非欧米地域に焦点を置くことが有効であると考え、複数の非欧米地域から「グ

ローバル化」の諸相を明らかにした。  

第三点目は、現地調査の重要性を再確認し、ミクロな視点からマクロな議論を展

開する可能性を示唆したことである。本研究の参加者たちは既に個別の地域で研究

の蓄積があり、現地を総合的に理解する訓練を受けている。今回のテーマについて

も各地域の総合的な理解の背景があり、これをもとにして研究を進めることができ

た。ローカルな研究から一般化を進めるために、長期の緻密な現地調査が有効なも

のであることを前提として研究を進めた。  

本研究プロジェクトに参加した研究分担者はこうした目的意識に基づき、 2003 年

から 2004 年にかけ、非欧米地域を対象としたフィールドワーク、および日本での理

論的研究を行ってきた。具体的、個別的な研究内容は後述することとして、全体で

の成果は以下のようになる。  

まず本研究で明らかになったのは、グローバル化とローカル化の相互作用の確認

である。事前に予想したとおり、グルーバル化は一方的に進行するわけではなく、

そこにはローカルな主体からの反発、選択、習合などが起こり、ダイナミックな相

互作用が観察された。そしてその相互作用には地域的な変異が大きいことも確認さ

れた。きわめて強い反発が観察される場合もあり、一方でグローバルな要素の積極

的な取り込みも観察された。  

以上のような理解から、研究の過程で以下のような問題提起が行われた。まず、

各地域間の差異が大きいことから、それら相互作用のタイポロジーを研究すること

の必要性の示唆、また「グローバル化」に対抗する「ローカル化」概念の精緻化（例

えば「反グローバル化」などの概念とのすりあわせ）の必要性の指摘などである。

これは今後の理論面での課題といえる。  
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研究成果の概要 つづき  

 

以下は、本研究で行った具体的な活動である。  

第一は、定期的な研究会の開催により行った、各研究分担者による問題点の抽出

と問題意識の共有である。非欧米地域を研究対象に設定し、各研究分担者がそれぞ

れの関心にもとづき、各地域で現在生起しているグローバル化に関する先行研究か

ら問題点をクローズアップさせ、さらにプロジェクト参加者相互の問題意識の共有

を図った。  

第二はやはり研究会開催により行った、理論的枠組みの検討と各調査の報告であ

る。各研究分担者はフィールドワークを行う前に、さらにはフィールドワークで得

た調査結果について相互に報告を行ない、それぞれの文脈におけるグローバル化／

ローカル化の様態、類型、そして機能について議論した。  

第三は、現地調査の実施である。これまで研究の蓄積がある各研究分担者が今回

のテーマに関してそれぞれの問題関心にもとづき長期間の現地調査を行った。調査

期間は数週間から数ヶ月にわたるものもあった。  

以下は、今回の研究成果報告書としての論文集（印刷中）に掲載予定の論文タイ

トルである。  

 

豊田由貴夫「芸術による国家表象について  ―  パプアニューギニアの場合―」  

小西正捷「 Khad i  Vi l l age  Indus t r ies  Commiss ion  and  the  Presen t  S ta te  o f  Handmade 

Paper  Produc t ion  in  Ind ia」  

栗田和明「ソングウェ川をはさんだ交易  ―  国境地域での商活動  ―」  

岩田晋典「能動的な自己を示すために  

 ―  スリナム社会の黒人女性と多文化主義  ―」  

大塚直樹「メコンデルタにおける種子生産組織の出現とその役割  ─  アンザン省

の稲種子生産の事例  ―」  

関根光宏「南アジア、ベンガル地域における素焼きの流通と消費について」  

白坂直子「形成あるいは創出される観光地と地域住民とのかかわり  ―  インドネ

シア・ロンボク島の事例から  ―」  

佐藤誠「現代における工芸概念の再考  ―  インド、オリッサにおける織物『サン

バルプリ』を事例として  ―」  

八幡綾「『近代化』の進展と『伝統』を継承するということ  ―  西インド・ラージ

ャスターン地方の門前町ナートドワーラーの絵師集団の事例より  ―」  

山本早良紗「インドネシア・バリ島におけるケガレ観念について、そのグローバ

ル化／ローカル化の動態に関する考察  ―  爆弾テロ事件をめぐって  ―」  

 

今回の研究プロジェクトを発展させる今後の研究としては、２つの方向性を予定

している。１つは、今回の研究関心を特定の地域に絞って研究を進めることである。

研究代表者の豊田は、地域をパプアニューギニアに絞り、他大学の研究者との共同

研究という形で学術振興会の科学研究費補助金に申請し（パプアニューギニア周縁

部におけるローカルな「開発」思想と実践）、３年間の採択を受けた。もう１つは、

問題関心を特定化し、他分野の研究者との協力により学際的な研究を進めることで

あり、これは共同研究の可能性をさぐるという形で既に活動を始めている。  

 

※  この（様式２）に記入の成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等

を記入した調書（Ａ４縦型横書き１枚・自由様式）を添付すること。  
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研究発表（研究によって得られた研究経過・成果を発表した①～④について、該当するものを記入してください。該当するものが多い場

合は主要なものを抜粋してください。） 

①雑誌論文（著者名、論文標題、雑誌名、巻号、発行年、ページ） 

②図書（著者名、出版者、書名、発行年、総ページ数） 

③シンポジウム・公開講演会等の開催（会名、開催日、開催場所） 

④その他（学会発表、研究報告書の印刷等） 

 

①豊田由貴夫「パプアニューギニア、セピック地域における多品種栽培の論理」吉田集而・掘

田満・印東道子編『イモとヒト：人類の生存を支えた根栽農耕』平凡社 ,  2 0 0 3 ,  9 5 - 111頁 .  

栗田和明「タンザニア国内外でのニャキュウサ人の移動  ―  ライフヒストリーの調査から―」

田中二郎、佐藤俊、菅原和孝、太田至共編『遊動民  ―  アフリカの原野に生きる  ―  』5 9 3 - 6 2 9

頁 ,  昭和堂 ,  2 0 0 4。  

上田信「封禁・開採・弛禁：清代中期江西における山地開発」(『東洋史研究』6 1 - 4 , 2 0 0 3 年 , 11 5 - 1 4 4

頁  

市川哲「 家族の 戦略と しての移 住と世 代間に 見るその 連続と 差異  ―  パプアニュー ギニアの

華人社会を事例として  ―」『南方文化』、 2 0 0 3 年 11 月、第 3 0 号、 4 5 - 6 6 頁。  

I C H I K AWA Te t s u  “T h e  C h i n e s e  E x p e r i e n c e  d u r i n g  t h e  J a p a n e s e  O c c u p a t i o n  i n  N e w  Gu i n e a . ”  

P e o p l e  a n d  C u l t u re  i n  O c e a n i a .  2 0 0 4 年度発行予定、 2 0 .  

白坂直子 「スハ ルト政 権期の観 光開発  ―  五 ヵ年開発 計画の 分析を 中心に」『史苑』（立 教 大

学史学会） 6 4 ( 2 ) ,  2 0 0 4 ,  6 4 - 8 5 頁。  

八幡綾「 西イン ド門前 町ナート ドワー ラーの 絵師集団 ：慣習 的交換 関係の変 容」『史苑』（ 立

教大学史学会） 6 4 ( 1 ) ,  2 0 0 3 ,  2 5 - 5 4 頁。  

山本早良 紗「ス チとス ブル  ―  バリ島にお け るケガレ の実態 的考察」『史苑』（立教 大学史学

会） 6 4 ( 2 ) ,  2 0 0 4 ,  8 6 - 11 0 頁。  

 

②栗田和明『マラウィを知るための 4 5 章』明石書店 ,  2 0 0 4 ,  2 9 5 頁 .  
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TO Y O D A Yu k i o ,  ‘A r t  a n d  N a t i o n a l  I d e n t i t y :  A C a s e  o f  P a p u a  N e w  Gu i n e a ’ ,  I n t e r n a t i o n a l  

S y m p o s i u m  “E x p a n d i n g  t h e  H i s t o r y  o f  G lob a l i z a t i o n ” ,  R i k k y o  U n i v e r s i t y,  1 4 t h  M a r c h  2 0 0 4 .  

I C H I K AWA Te t s u ,  ‘ S o j o u r n i n g  a s  S t r a t e g i c  P r a c t i c e  o f  E t h i c  C h i n e s e  i n  P a p u a  N e w  Gu i n e a ’ ,  a t  

I n t e r n a t i o n a l  S y m p o s i u m  “E x p a n d i n g  t h e  H i s t o r y  o f  G lob a l i z a t i o n ” ,  R i k k y o  U n i v e r s i t y,  1 4 t h  

M a r c h  2 0 0 4 .  

S ATO  M a k o t o ,  “T h e  S i t u a t i o n  a n d  P r o b l e m  i n  S t u d i e s  o f  C r a f t s  i n  C o n t e m p o r a r y  O r i s s a ,  I n d i a ” ,  

O r i s s a  H i s t o r y  C o n g r e s s ,  2 n d  N o v e m b e r  2 0 0 3 ,  S a m b a l p u r  U n i v e r s i t y,  O r i s s a ,  I n d i a .  

S ATO  M a k o t o ,  “R e c o n s i d e r i n g  t h e  C o n c e p t  o f  ‘C r a f t ’ i n  C o n t e m p o r a r y  C o n t e x t :  a  C a s e  S t u d y  o f  

Te x t i l e  ‘ S a m b a l p u r i ’ i n  O r i s s a ,  I n d i a ” ,  T h e  S e c o n d  B i e n n i a l  C o n f e r e n c e  o f  I n d i a n  A s s o c i a t i o n  
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（立教大学大学院文学研究科博士論文、 2 0 0 4 年 3 月提出。現在審査中）  

 


